家の 近所に、 たくみな 獵 夫が 住んで いて その 獵夫 は殊 

にも 野兎 捕獲の 名人で、 きょうは 十 匹、 きのう は 十五 

匹、 山から とって 帰った という 話 を、 その 獵夫 自身 か 

らか 或いは、 その 獵 夫の 細君から か 聞いて いたので は 

無かろう かと 思われる。 すると、 解決 は、 容易で ある _ 

彼女 は、 家兎の 目 を 宿して、 この 光る 世界 を 見る こと 

がで き、 それ 自身の 兎の 目 を こよな く 大事に したい 心 

から、 かねて 聞き及ぶ 獵夫 という 兎の 敵 を、 憎しみ 恐 

れ、 ついに は 之 を あらわに 回避す る ほどに なった ので 

ある。 つまり、 兎の 目が 彼女 を 兎に したので は 無くし 

て、 彼女が、 兎の 目 を 愛する あまり、 みずから すすん 



で、 彼女の 方から 兎に なって やった ので ある。 女性に 

とうさく 

は、 このような 肉体 倒錯が 非常に しばしば 見受けられ 

るよう である。 動物との 肉体 交流 を 平気で 肯定して い 

るので ある。 或る 英学 塾の 女生徒が、 L という 発音 を 

正確に 発音したい ばかりに、 タン グシチ ユウ を 一週 二 

回ず つの 割合いで 食べて いると いう 話 も 亦、 この 例で 

ある。 西洋人が L という 発音 を、 あんなに 正確に、 し 

かも 容易に こなして いるの は、 大昔からの 肉食の ゆえ 

である。 牛の 肉 を 食べる ので、 牛の 細胞が いつしか 人 

間に 移殖 され、 牛の それの 如く 舌が いくぶん 長くな つ 

ている ので ある。 それゆえ 彼女 も L の 発音 を 正確に 為 



す 目的 を 以て、 いま 一週 二回の 割合いで タン グシチ ュ 

ゥを、 もりもり 食べて いると いうので ある。 タン グシ 

チュウ は、 ご存じの 如く、 牛の 舌の シ チュウで ある。 

ききめ 

牛の 脚の 肉な どより は、 直接、 舌の ほうに 効目が あろ 

うとい う 心意気ら しい。 驚くべき こと は、 このごろ、 

めきめき 彼女の 舌 は 長くな り、 L の 発音 も 西洋人の そ 

れと ほとんど 変ら なくなつ たという 現象で ある。 これ 

は、 私も又 聞で 直接に、 その 勇敢な 女生徒に お 目に か 

かった こと は 無い の だから、 いま 諸君に 報告す るに 

当って、 多少の はにかみ を 覚える ので あるが、 けれど 

も、 私 は 之 を あり 得る こと だと 思って いるので ある。 



という もの を 見た こと さえない のに、 それ を 保有した 

女の ほうで、 わざわざ 獵夫を 恐怖す る。 狐が 人 を だま 

す もので もない のに、 その 毛皮 を 保有した マダムが、 

わざわざ 人 を だます。 その 心理状態 は、 両女 ほとんど 

同一 である。 前者 は、 実在の 兎 以上に、 兎と 化し、 後 

者 も 亦、 実在の 狐 以上に、 狐に 化して、 そうして 平気 

である。 奇怪と いうべき である。 女性の 皮膚 感触の 過 

敏が、 ^濫 して 収拾で きぬ 触覚が、 このような 二、 三 

の 事実から でも、 はっきりと 例証で きる ので ある。 或 

る 映画 女優 は、 色 を 白く する 為に、 烏賊の さしみ を、 

せ つ しゅ 

せっせと たべて いるそう である。 あくまで 之 を 摂取す 



ないか。 油揚を 好み、 鼠 を 食す というの も あながち、 

誇張で は 無い かも 知れない。 女性の 細胞 は、 全く 容易 

に、 動物の それに 化する ことが、 できる ものな ので あ 

る。 話が、 だんだん 陰鬱に なって、 いやで あるが、 私 

はこの ごろ 人魚と いう ものの、 実在 性に 就いて 深く 考 

えてい るので ある。 人魚 は、 古来 かならず 女性で ある _ 

男の人 魚と いう もの は、 未だ その 出現の こと を 聞かな 

い。 かならず、 女性に 限る ようで ある。 ここに 解決の 

ヒントが ある。 私 は、 こうで は 無い かと 思う。 一夜 彼 

女が 非常に 巨大の 無気味の 魚 を、 たしな み を 忘れて 食 

ぃ尽 し、 あとで なんだか その 魚の 姿が 心に 残る。 女性 



底本： 「太宰 治 全集 3」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年^ 月 お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「筑摩 全集 類聚 版 太宰治 全集」 筑摩 書房 

1975 (昭和^) 年 6 月〜 1976 (昭和 S) 年 6 

月刊 行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 小 林繁雄 

1999 年：；：： 月^日 公開 

2 oo 5 年^ 月お 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



